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ふるさとの
 文化財探訪

第76回

地
名
に
つ
い
て
（
６
）

文
化
財
調
査
員
　
甲
　
斐
　
素
　
純

　
田
野
村
で
、
狩
猟
に
よ
る
稼
ぎ
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
記
録
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
竹
野
孝
一
郎
氏
の
「
村
の
歳
時
記
」（
『
玖
珠
郡
史
談
』
第
78
号
所
収
）
で
、

田
野
村
の
組
頭
（
庄
屋
の
補
佐
役
）
時
松
庄
兵
衛
が
書
き
残
し
た
文
久
四
年
（
一
八
六

四
）
の
「
金
銀
出
入
控
帳
」
と
い
う
史
料
で
あ
る
。
こ
の
帳
簿
は
、
名
の
通
り
金
銀
の

出
入
を
記
録
し
た
書
類
で
あ
る
。

以
下
、
前
書
か
ら
竹
野
氏
の
二
月
の
記
事
を
紹
介
す
る
と
、

　

田
野
村
で
は
狩
猟
に
よ
る
稼
ぎ
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
庄
兵
衛
の
「
金
銀
出
入
控

帳
」
に
よ
る
と
、
鹿
肉
一
斤
（
約
六
〇
〇
㌘
）
が
百
九
十
二
文
と
あ
り
ま
す
。

　
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
の
狩
猟
の
「
取
極
め
書
」
に
よ
る
と
、
当
時
田
野
村
で
は
鉄
砲
を
所
持

し
て
い
る
者
が
十
五
名
い
ま
し
た
。

　
庄
兵
衛
も
狩
猟
用
の
鉄
砲
を
持
っ
て
お
り
、
彼
の
「
日
記
」
に
よ
る
と
一
月
か
ら
三
月
と
十
一
月

か
ら
十
二
月
に
か
け
て
、
狩
り
を
し
た
記
述
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
二
月
に
は
、
二
日
と
二
十
三
日
に
鹿
狩
り
に
い
っ
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
打
ち
は
ず
し
て

収
穫
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
二
十
九
日
に
鹿
一
匹
を
し
と
め
て
い
ま
す
。

　
庄
兵
衛
の
子
孫
の
時
松
家
に
は
、
全
国
的
に
も
貴
重
な
「
鹿
笛
」
十
三
個
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

鹿
笛
は
、
鹿
の
狩
猟
法
の
一
つ
で
、
笛
を
吹
く
と
ピ
ー
ピ
ー
と
い
う
雌
鹿
の
泣
き
声
に
似
た
音
を
出

し
、
鹿
の
交
尾
期
で
あ
る
晩
秋
に
、
こ
の
笛
を
吹
い
て
雄
鹿
を
お
び
き
寄
せ
銃
で
撃
つ
狩
猟
法
で

す
。
　
田
野
村
で
は
鹿
猟
の
他
、
猪
・
雉
子
・
山
鳥
・
川
鳥
な
ど
を
獲
っ
て
い
ま
し
た
。
雉
子
猟
は
ワ
ラ

コ
ズ
ミ
の
よ
う
な
鳥
屋
場
を
作
っ
て
隠
れ
、
附
近
に
蒔
い
た
餌
を
食
べ
に
く
る
雉
子
を
鉄
砲
で
撃
っ

て
獲
る
「
鳥
屋
場
猟
」
も
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
庄
兵
衛
の
「
日
記
」
で
は
、
山
鳥
と
雉
子
猟
の
記
述
は
、
十
二
月
に
二
回
あ
り
、「
か
し
め
」
で

雉
子
を
獲
っ
た
と
あ
り
ま
す
。

「
か
し
め
」
と
い
う
用
語
を
御
存
じ
の
方
は
、
ご
一
報
頂
け
た
ら
幸
甚
で
す
。

と
あ
る
。

　
竹
野
氏
の
紹
介
で
、
具
体
的
な
狩
猟
の
状
況
が
判
明
し
た
。
全
国
的
に
貴
重
な
「
鹿
笛
」
は
、
狼
の
根

付
な
ど
と
と
も
に
九
重
町
の
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

　
記
事
中
の
「
鹿
肉
一
斤
」
が
百
九
十
二
文
と
あ
る
が
、
や
は
り
、
高
価
と
思
わ
れ
る
。
幕
末
頃
の
物
価

の
値
段
は
、
史
料
に
よ
る
と
「
そ
ば
」
が
二
〇
文
前
後
、「
わ
ら
じ
」
は
一
〇
文
前
後
、「
馬
」
の
乗
り

賃
は
一
里
に
付
三
〇
文
、「
籠
」
は
一
里
に
付
一
八
〇
文
か
ら
五
〇
〇
文
位
で
あ
っ
た
。
ま
た
宿
賃
は
一

五
〇
文
位
で
あ
る
。
鹿
肉
が
一
斤
で
一
九
二
文
し
た
と
す
る
が
、
現
代
の
感
覚
で
は
二
食
一
泊
の
宿
泊
料

と
比
べ
、
少
々
高
い
よ
う
で
あ
る
。

　九重町では、7月6日からの活発な梅雨前線が停
滞し線状降水帯を形成して、2日間にわたり猛烈な
雨を降らせました。被害に遭われた皆様に心からお
見舞いを申し上げます。
　豪雨による被害は広範囲に及び、住宅の全半壊合
わせて85棟、一部損壊95棟、浸水170棟、道路損
壊約230箇所、断水被害727戸（現在はすべて復
旧）、耕地災害1100箇所以上、久大線災害145箇
所など、これまで経験のない大災害が発生しまし
た。ただ、何よりも救いだったのは人的被害が無
かったことです。

　災害が発生してひと月経ちましたが、ボランティ
アの皆さん、お世話をしていただいた社会福祉協議
会の皆さん、消防団の皆さん、地域の皆さんなど多
くの人たちの協力で、家屋の片付け等に汗を流して
いただき、心より感謝申し上げます。希薄な時代と
申しますが、情や心を持ち合わせた方がまだまだ沢
山いることを、嬉しく頼もしく感じています。あり
がとうございます。
　これまで皆さんが積み上げてきた生活そのものが
壊され、途方に暮れる日々だと思いますが、苦しい
時こそ人の力に勝るものはありません。人と人とが
繋がり、助け合い、また歩き始めることが何よりも
大切なことだと思います。過去にも大変な事は幾つ
も起こり、それを乗り越えてきた歴史があります。
ここで諦めたら何も生まれません。もう一度、皆さ
んで一致団結してこの難局を乗り切り、新たな時代
の一歩を踏み出しましょう。

九重町長　日野 康志

Vol.14

とびらをあけて

町 長コラム

狩
猟
関
連
地
名
（
中
）

「みんなはひとりのために、
　　　　 ひとりはみんなのために」
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人権

No.288心の扉

幸せになろうね幸せになろうね

伝えたい「ちょっといい話」「心あたたまる話」をぜひお寄せください。
ハート降るここのえ担当　阿部　征則
郵便の場合は、〒879－4895　九重町大字後野上８－１　九重町役場企画調整課まで

８月のハート降る♥ここのえ

田
植
も
終
わ
っ
た

　

６
月
の
あ
る
日
の
出
来
事
で
す

　
そ
の
日
は
所
用
で
朝
か
ら
外
出
し
午
後
２
時
頃
帰

宅
し
た
と
こ
ろ
、
妻
が
家
の
裏
に
置
い
て
あ
る
バ
ケ

ツ
に
珍
し
い
も
の
が
入
っ
ち
ょ
る
よ
と
い
う
の
で
見

に
行
く
と
、
虫
取
り
網
を
か
ぶ
せ
水
が
満
た
ん
で
、

更
に
注
水
中
の
バ
ケ
ツ
の
中
に
鼻
を
持
ち
上
げ
た
一

匹
の
亀
が
い
ま
し
た
。
妻
は
亀
が
肺
呼
吸
を
す
る
こ

と
を
知
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
私
の
集
落
に
は
松
木
川
の
支
流
の
川
が
あ
り
ま
す

が
、
川
か
ら
は
５
０
ｍ
以
上
離
れ
て
い
て
、
妻
が
捕

ま
え
た
家
の
下
に
あ
る
幅
３
０
㎝
足
ら
ず
の
灌
漑
用

水
路
に
ど
う
や
っ
て
来
た
の
か
不
思
議
で
す
。

　
妻
と
相
談
し
、
家
族
に
見
せ
た
う
え
で
翌
日
川
に

逃
が
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。
翌
日
、
バ
ケ
ツ
を
持
っ

て
川
に
行
き
、
鶴
の
恩
返
し
な
ら
ぬ
亀
の
恩
返
し
を

少
し
だ
け
期
待
し
な
が
ら
「
風
邪
を
ひ
か
ず
に
達
者

で
暮
ら
せ
よ
」
と
心
の
中
で
念
じ
な
が
ら
逃
が
し
て

や
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
二
日
後
の
こ
と
で
す
。
所
用
で
日
田
に

行
っ
た
帰
り
道
、
脇
見
を
し
た
た
め
赤
信
号
に
気
付

く
の
が
遅
れ
、
あ
や
う
く
横
断
歩
道
を
渡
っ
て
い
た

自
転
車
の
方
と
衝
突
し
そ
う
に
な
っ
た
り
、
そ
れ
か

ら
数
分
後
に
は
黄
色
信
号
で
停
止
し
た
と
こ
ろ
後
続

の
ト
ラ
ッ
ク
に
あ
や
う
く
追
突
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た

り
と
、
立
て
続
け
に
肝
を
冷
や
す
出
来
事
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
き
っ
と
亀
の
恩
返
し
と
思
い
、
二

度
と
脇
見
運
転
を
し
な
い
よ
う
心
に
誓
い
ま
し
た
。

　
亀
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※

こ
れ
は
本
当
の
話
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
匿
名
希
望

か
ん
が
い

　３月から新型コロナウイルス感染症対策として小中学校が臨時休校とな
りました。分散登校等を経て、ようやく５月 25日から再開することがで
きました。学校では３密対策を取りながら、教育活動を進めています。
　九重町の小中学校では子どもたちの様子を頻繁にホームページに掲載し
ています。その一部を紹介します。

　子どもたちの元気な様子を見ると、大人の私たちも元気をもらえるような気がしま
す。皆さんもぜひ学校のホームページを覗いてみませんか。（パソコンやスマホで学校
名を検索すると観ることができます）　　　　 　　　　　　　　　　（教育振興課）

　およそ１ヶ月半ぶりにクラス全員がそろっての授業が再
開されました。全校がそろうのは新年度になって今日が初
めてです。これまで、家で過ごしたり２日に１度の登校で
あったり、生活リズムがなかなかつくれず我慢が多かった
と思います。今日は縦割り班の出発式もおこないました。
暑いのに校内ではマスク着用や、密着を避けることなどこ
れからも様々な制約があるけれど、「笑顔で」を基本に、
学校で過ごすことを喜びにしてほしいと話しました。
　６年生が、久しぶりの全員の学校で「授業で（人数が半
分じゃないので）いろいろ意見が出て楽しい」と言ってい
ましたし、ある５年生は「みんなと遊んだり勉強したりで
きて気持ちがスッキリした」と話してくれました。予防は
もちろん、今のこの状態をどうよい方向に受け入れて学校
生活を前向きに送っていくか、ここが大切と考えます。

（５月25日野上小学校ＨＰより） （６月18日淮園小学校ＨＰより）

「通常登校～やっとみんなそろって授業」
　１・２年生が生活科で、七夕の飾りをつくってくれ
ました。飾りはこれまで図工の時間に作ってきた工作
の技が使われています。今日は、竹に飾りつけて、短
冊に願いを書きました。
　「おばあちゃんが長生きしますように」「〇〇を買っ
てもらえますように」という願いもありましたが、一
番多かったのは、「コロナが早くなくなりますよう
に」という願いでした。子どもたちもたくさん我慢し
ながら、一生懸命がんばっていると感じました。
　いろんなことを学んでいるみんな、「みんなの願い
が叶いますように。」や「みんなが幸せになりますよ
うに。」と周りの人を思う願いにも、目がとまりまし
た。１・２年生が、先生たちや他の学年のみんなに、
「願いを書いて。」とたくさん誘ってくれていました。

「コロナがなくなってほしい」

「子どもたちの元気な姿を！！」
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●児童書・コミック
マンガでおぼえる百人一首これでカンペキ！　　　齋藤孝
小学生の勉強法　　　　　　　　　　　　　　　石田勝紀
ごんべえだぬき　らくごえほん　　　　　　　　　川端誠
さらにざんねんないきもの事典　　　　　今泉忠明・監修
かいけつゾロリのレッドダイヤをさがせ‼　　　原ゆたか
飛行機のサバイバル１・２　ゴムドリｃｏ．　その他多数
●一般図書
ディア・ペイシェント（文庫）　　　　　　　　　 南杏子
布石（百万石の留守居役１５・文庫）　　　　　 上田秀人
通い猫アルフィーの約束（シリーズ５・文庫）　レイチェル・ウェルズ
記憶喪失になったぼくが見た世界（文庫）　　　 坪倉優介
鼠異聞　上・下（新・酔いどれシリーズ 17・18）　佐伯泰英
稚児桜　能楽ものがたり　　　　　　　　　　　澤田瞳子
東京、はじまる　　　　　　　　　　　　　　　門井慶喜
ダブル・トライ　　　　　　　　　　　　　　　堂場瞬一
一人称単数　　　　　　　　　　　　　　　　　村上春樹
きたきた捕物帖　　　　　　　　　　　　　　宮部みゆき
チャンスはハゲおやじ　　　　　　　　　　　　　金成妍
人生論あなたは酢ダコが好きか嫌いか　　　　　佐藤愛子
知らないと恥をかく世界の大問題１１　　　　　　池上彰
いつでも母と　　　　　　　　　　　　　　　山口惠以子

さだの辞書　　　　　　　　　　　　　　　　さだまさし
サラリーマン川柳とびきり傑作選　　やくみつる（他）選
山の絶景と心を揺さぶる日本の言葉　　　　　　大原英樹
「沁みる夜汽車」の物語　ＮＨＫ沁みる夜汽車制作チーム・編
1万人がいいね！した心ゆさぶる本当の話　　　しばたま
1日 3分脳とのどを鍛える音読落語　　　　　  山口謠司
憂うつデトックス　　　　　　　　　　　　　　大嶋信頼
６か国語で貼って伝わる文例２００　ユーキャンインバウンド研究会・編
50代から自分を生かす頭のいい副業術　　　 中山マコト
ＳＤＧｓ入門　　　　　　　　　　　　　　　　　村上芽
90歳セツの新聞ちぎり絵　　　　　　　　　　 木村セツ
アレルゲン害虫のはなし　　　　　　　　　　　川上裕司
ゆる薬膳。３６５日
不思議なお菓子レシピサイエンススイーツ　　太田さちか
おひとりさまのゆたかな年収 200万生活３　 おづまりこ
ダ名言　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浜ロン
おうちは遊びのワンダーランド　　　　　　　　　木村研
オールヒット曲２０２０　
超図解野菜の生育診断＆回復ワザ　やさい畑菜園クラブ編
季刊地域№42　雑木とスギの知られざる値打ち
季刊のぼろＶｏｌ29くじゅうで会いましょう。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他多数

新刊・新着図書案内 ～雨ニモマケズ、コロナに負けず、本を愛する人のために図書館は今日も開いています～

ほんの森８月号 平日 午前10時～午後６時　土・日  午前９時～午後５時　月・祝 休み　九重町図書館　☎ 76－3888図書館だより図書館だより

●「おはなし会」毎月第２土曜日　10：30～11：00
　８月のボランティアグループは「スター」のみなさんでした。
　９月は「ぷちトマト」のみなさん（９月12日の予定）です。
●引き続き「新型コロナ対策」にご協力を！
　①手の消毒　②マスクの着用　③座席数の半減…これからも安心して利用
できる場であり続けるために、皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。

お
知
ら
せ

　「この本ありますか？」という問い合わせが増える時期です。そう、読書感想文の宿題です。館内のＯＰＡＣ
（オーパック＝ネット検索できる蔵書目録）を使って利用者が自分で探すこともできますが、棚のどこにあるかわか
りにくい、書庫の中にあるみたい…等々で、司書にお声がかかります。こういうお問い合わせは「レファレンス（調
べもの相談）注※」という司書のお仕事の1つになります。どうぞお任せください！とはいえ、この手の調べものに
も硬軟があります。課題本のリストは基本的に「手がかり」があるので楽勝です。「手がかり」とは、書名の他、著
者名や出版社、出版年、価格といった書誌情報のことです。「手がかり」が少ないほど難しくなります。
　実際のレファレンス風景をご紹介しましょう。九重町図書館での実例です！
【例①】60代女性：「本を探しているけどありますか？昔の人が書いた『シオガマトウゲ』とかいう本と『ジュウサン
ノエロス』の２冊です。」という問合せです。司書：「塩釜峠…ですか？」60代女性：「北海道に実際にある峠らし
いです。」司書「それなら、三浦綾子の『塩狩峠』では？」60代女性：「あ！それです。」続いて『13のエロス』の
追加情報を求めます。60代女性：「友だちからススメられたの。５回も読んだって。」（ん～その情報は要らないか
も・笑）「坂東真砂子じゃなかったかしら～。」と。とりあえず、『坂東』と『エロス』でダブル検索しましたが、
そういう本がありません。『13』の方で調べると『13のエロチカ／坂東真砂子』がヒットしました。→解決です！

【例②】70代男性：「この前テレビで見たんだが、児童・子ども向けの本を書く人で、ひらがなの名前の人なんだ。
『かとうむろじ』って人の本、ある？」司書：「もしかして『かこさとし』じゃないですか？」70代男性：「そう
そう！」→解決です！（テレビ番組チェックしていて良かった！）

【例③】70代女性：「シバザキコウの本が読みたいの。」司書：「女優の柴咲コウですか？（歌手はしてたと思うけど、
本も書いてたかな？）」70代女性：「ほら、毛糸の帽子をかぶったお婆さんよ。100歳くらいで詩を書き始めた人
の。」司書：「あ～、98歳で詩集『くじけないで』を出版した『柴田トヨ』さんですね？」→解決です！（著者の特
徴も糸口です）
　司書は、こうして小さなヒントを元に、皆さまの目的の本を探していきます。「読後感が良いやつ」「あまり本を
読まない小３男子向け」とか「どんでん返しのサスペンスもの」といったザックリとしたご要望にも、お約束はでき
ませんが、ご提案させていただきます。「何か、面白りぃ本はねぇかえ～？」というのが、一番難しいです（笑）。

『レファレンス・・・お探しの本はコレですか？』

注※「レファレンスサービス」
　調査相談サービスとも。情報を求めている利用者に対して、図書館員が提供する個人的援助。利用者の質問に対して、回答
となる情報の提示や、回答が含まれる情報源を提示、提供すること。ここでは…「図書館にある本を紹介したり、案内をした
りする仕事」の一例としました。
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国公立大学　45人

短期大学　23人

九州大学　　　2人
九州工業大学　2人
長崎大学　　　１人
熊本大学　　　4人
大分大学　　　9人
宮崎大学　　　2人

県立芸術文化短期大学 6 人
中村学園大学短大部 2 人
純心短期大学 3 人
福岡女子短期大学 2 人
別府大学短期大学部 5 人

専門学校　57人
福岡和白リハビリテーション学院 5 人
柳川リハビリテーション学院 2 人
大分臨床検査技師専門学校 2 人
IVY 総合技術工学院 4 人
大分保育専門学校 2 人

大学校等　9人
大分県立農業大学校 8 人
大分県立工科短期大学校 1 人

就職　60人
自衛官　 7 人
大分銀行　 1 人
大分県信用組合　 1 人
Aコープ九州　 2 人
玖珠NOK　 3 人

鹿児島大学　　2人
広島大学　　　1人
山口大学　　　2人
香川大学　　　2人
都留文科大学　2人
山口県立大学　2人

私立大学　73人
法政大学　　　1人
東京理科大学　1人
東京農業大学　1人
拓殖大学　　　2人
近畿大学　　　2人
龍谷大学　　　1人

岡山理科大学　　　4人
福岡大学　　　　　4人
九州産業大学　　　7人
福岡工業大学　　　4人
国際医療福祉大学　2人
別府大学　　　　　4人

令和元年度/平成30年度　進路実績

地域産業科の主な活動実績

漢字検定／英語検定／数学検定／パソコン利用技術検定
情報処理検定／日商簿記実務検定／全商珠算／電卓実務検定
計算技術検定／全商ビジネス文書実務検定／保育技術検定
食物調理技術検定／被服製作技術検定／日本農業技術検定
フラワー装飾技能検定／玉掛技能講習／危険物取扱者
フォークリフト運転技能研修／小型車両系建設機械
ボイラー取扱技能研修／刈払機取扱作業者安全衛生教育

主な取得可能資格

令和元年度部活動実績

過去 2年間の主な進路実績（H30･R1 過年度生含む）

●大分県農業クラブ大会
　・プロジェクト発表Ⅰ類 
　　　最優秀賞（九州大会出場）
　・プロジェクト発表Ⅱ類 
　　　最優秀賞（九州大会出場）
　・鑑定競技会畜産
　　　最優秀賞（全国大会出場）

部活動名 
大会名 大分県高等学校

総合体育大会
優　勝
優　勝

ホッケー男子
ホッケー女子

吹奏楽部
（小編成部門）

第 56回大分県吹奏楽コンクール
第 15回南九州小編成吹奏楽コンテスト

書道部 弘法太子奉讃　第 54回高野山競書大会

ＥＳＳ 第36回全国商業高等学校　英語スピーチ
コンテスト大分大会

美術部 第 43回全国高等学校総合文化祭

全日本書道連盟賞
高野山総長賞、南山賞

最優秀賞（全国大会出場）

文化連盟賞

金賞
銀賞

第 1位
第 1位
第 1位

ベスト 4
ベスト 8

全九州高等学校
体育大会
準優勝
第 5位
第 1位
出　場
第 15位

２回戦
予選敗退

全国高等学校
総合体育大会
ベスト8（第 5位）
全国選抜大会出場

第 6位
出　場
出　場

準優勝

少林寺拳法　男子　単独演武自由
　　　　　　女子　単独演武自由
　　　　　　男子　組演武自由

なぎなた　演技競技 (女子 )
　　　　　試合競技個人戦 (女子 )
ラグビー (10 人制 )

運
動
部

文
化
部

頑張ってます！頑張ってます！

玖珠美山高等学校玖珠美山高等学校
　今年度、玖珠美山高校は開校から6年目を迎えます。現在、学校規模は各学年普通科３クラス、
地域産業科１クラスの計12クラスで、生徒は各人の進路達成を目指しながら、日々勉強や部活動
に真摯に取り組んでいます。
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●　暮らしの情報

　
７
月
申
請
分
よ
り
、
窓
口
申
請
分
の
振

込
日
を
変
更
い
た
し
ま
す
。
15
日
が
銀
行

休
業
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
に
お
振
込
み

し
ま
す
。

■
変
更
点　
14
日
⬇
15
日

※

例
：
８
月
中
に
申
請
し
た
場
合
は
９
月

15
日
に
お
振
込
み
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　
役
場
住
民
課

（
☎
７
６‐

３
８
０
２
）

■
と　
き　
９
月
23
日
㈬

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内　
容　
主
に
身
体
・
知
的
障
が
い
等

に
関
す
る
こ
と
や
、
ご
本
人
ま
た
は
ご

家
族
が
日
常
で
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

■
そ
の
他　
予
約
不
要
。
相
談
無
料

■
お
問
い
合
わ
せ　
社
会
福
祉
法
人
す
ぎ

の
こ
村 

Ｂ
ｅ
ｅ
す
け
っ
と

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

７
８
９
７
）

■
と　
き

　
８
月
28
日
㈮
〜
９
月
３
日
㈭

【
平
日
】
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

【
土
日
】
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

■
電
話
番
号
（
全
国
共
通
・
無
料
）

　
☎
０
１
２
０‐

０
０
７‐

１
１
０

※

Ｉ
Ｐ
電
話
の
方
は
☎
０
９
７‐

５
３
２

‐

３
３
６
８
（
法
務
局
人
権
擁
護
課
）

■
相
談
内
容　
学
校
に
お
け
る
「
い
じ

め
」
や
体
罰
、
児
童
虐
待
な
ど
。
子
ど

も
の
人
権
問
題
に
関
す
る
こ
と
全
般

■
相
談
員　
人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

（
☎
０
９
７‐
５
３
２‐

３
３
６
８
）

【
電
話
・
面
接
相
談
】

■
と　
き　
月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
、

振
替
休
日
、
年
末
年
始
の
休
日
を
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜

午
後
５
時
15
分

■
と
こ
ろ　
大
分
県
庁　
別
館
５
階

■
お
問
い
合
わ
せ　
交
通
事
故
相
談
所

（
県
生
活
環
境
部
生
活
環
境
企
画
課
内
）

　
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

２
１
６
６

【
巡
回
相
談
〔
予
約
制
〕
】

■
と　
き　
９
月
８
日
㈫

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
県
西
部
振
興
局
（
日
田
市
）

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
西
部
振
興
局

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

２
２
０
０
）

　　
法
務
大
臣
か
ら
任
命
さ
れ
た
公
証
人
は

遺
言
を
始
め
、
任
意
後
見
契
約
な
ど
大
切

な
各
種
契
約
に
関
す
る
公
正
証
書
を
作
成

し
て
い
ま
す
。
公
正
証
書
は
、
紛
争
の
予

防
と
紛
争
の
早
期
解
決
に
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
公
正
証
書
遺

言
は
、
遺
産
相
続
に
伴
う
親
族
間
の
紛
争

を
防
止
す
る
と
と
も
に
相
続
手
続
を
簡

易
・
迅
速
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
と　
き　
平
日
の
午
前
９
時
〜
正
午
、

　
午
後
１
時
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ　
日
田
公
証
役
場
（
日
田
市
）

■
お
問
い
合
わ
せ　
日
田
公
証
役
場

（
☎
０
９
７
３‐

２
４‐

６
７
５
１
）

■
と　
き　
９
月
３
日
㈭

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
九
重
町
役
場　
１
階
会
議
室

■
内　
容

　
相
続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、
許
認
可
申

請
、
技
能
実
習
等
外
国
人
雇
用
等

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
行
政
書
士
会
日
田
支
部
会

（
☎
０
９
０‐
８
２
８
９‐

４
６
６
４
）

■
と　
き　
９
月
11
日
㈮

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
九
重
町
役
場　
１
階
会
議
室

■
内　
容　
相
続
、
登
記
の
名
義
、
多
重

債
務
問
題
や
悪
質
商
法
ト
ラ
ブ
ル
等

■
そ
の
他　
原
則
予
約
不
要（
予
約
優
先
）

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
司
法

書
士
会
青
年
の
会
（
担
当　
大
野
）

　
☎
０
８
０‐

６
９
２
８‐

７
７
３
０

　
農
薬
指
導
士
認
定
制
度
は
平
成
30
年
度

か
ら
３
年
毎
の
更
新
制
と
な
り
ま
し
た
。

期
間
内
に
更
新
研
修
を
受
講
し
な
け
れ
ば

認
定
が
失
効
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

■
と　
き　
10
月
７
日
㈬

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

■
と
こ
ろ　
県
西
部
振
興
局
（
日
田
市
）

■
申
込
期
限　
９
月
16
日
㈬

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
県
農
林
水
産
部
地
域
農
業
推
進
課

（
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

３
６
６
３
）

各
種
相
談
（
相
談
無
料
）

障
が
い
巡
回
相
談

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
掲
載
し
て
い
る
行
事
・
相
談
会
な
ど
が
延

期
ま
た
は
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

開
催
等
に
つ
い
て
は
事
前
に
主
催
者
に
ご
確

認
し
て
い
た
だ
く
等
お
願
い
し
ま
す
。

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

大
分
県
農
薬
指
導
士
の
更
新
研
修

平
成
30
年
度
以
降

認
定
書
の
認
定
期
間
内

平
成
24
〜
29
年
度

令
和
４
年
３
月
末
ま
で

平
成
20
〜
23
年
度

令
和
３
年
３
月
末
ま
で

平
成
19
年
度
ま
で

失
効

認
定
年
度

認
定
期
間

令
和
３
年
３
月
末
ま
で

平
成
19
年
度
ま
で（
令
和

元
年
度
受
講
手
続
き
済
）

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
」
強
化
週
間

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
の
振
込

日
の
変
更
に
つ
い
て

大
分
県
交
通
事
故
相
談

ご
存
じ
で
す
か
公
証
制
度

行
政
書
士
会
日
田
支
部
無
料
相
談
会

認
定
司
法
書
士
「
無
料
法
律
相
談
会
」
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暮らしの情報　●

■
対
象
者　
大
切
な
方
を
、
自
死
で
亡
く

さ
れ
た
ご
遺
族

■
と　
き　
９
月
３
日
㈭

　
午
後
２
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
大
分
市
）

■
内　
容　
参
加
者
の
気
持
ち
の
分
か
ち

合
い
を
し
ま
す

■
参
加
料　
無
料
（
事
前
申
込
み
必
要
）

■
申
込
期
限　
８
月
27
日
㈭

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
こ

こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
７‐

５
４
１‐

６
２
９
０
）

■
募
集
コ
ー
ス

　
機
械
・
Ｃ
Ａ
Ｄ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科
、

も
の
づ
く
り
ア
シ
ス
タ
ン
ト
科
、
溶
接

施
工
技
術
科
、
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
リ

フ
ォ
ー
ム
技
術
科
、
設
備
技
術
科

■
募
集
期
間

　
９
月
１
日
㈫
〜
９
月
30
日
㈬

■
訓
練
期
間　
11
月
５
日
㈭
〜
令
和
３
年

４
月
27
日
㈫

■
受
講
料　
無
料

■
そ
の
他　
９
月
15
日
㈫
説
明
会
実
施

■
お
問
い
合
わ
せ

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

（
☎
０
９
７‐

５
２
９‐

８
６
１
５
）

　
令
和
３
年
４
月
に
高
等
学
校
及
び
高
等

専
門
学
校
・
専
修
学
校
高
等
課
程
へ
進
学

す
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
方
を
対
象
に

予
約
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は

中
学
校
の
先
生
ま
た
は
大
分
県
奨
学
会
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間　
９
月
中
旬
ま
で

（
在
学
す
る
中
学
校
を
通
じ
て
実
施
）

■
貸
与
期
間　
令
和
３
年
４
月
か
ら
在
学

す
る
学
校
の
正
規
の
標
準
修
業
年
限
の

終
わ
る
月
ま
で

■
貸
与
額　
月
額
が
選
択
で
き
ま
す
（
奨

学
金
は
卒
業
後
返
還
）

■
お
問
い
合
わ
せ

（
公
財
）
大
分
県
奨
学
会

（
☎
０
９
７‐
５
０
６‐

５
６
２
０
）

■
採
用
職
種

　
消
防
職
員
（
救
急
救
命
士
含
む
）

■
採
用
予
定
人
員　
６
名
程
度

■
受
験
資
格　
日
本
国
籍
を
有
す
る
方

で
、
地
方
公
務
員
法
第
16
条
の
欠
格
条

項
に
該
当
し
な
い
こ
と
な
ど
。
高
校
卒

業
程
度
の
学
力
を
有
し
、
平
成
５
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
。

■
第
１
次
試
験
日　
10
月
18
日
㈰

■
試
験
会
場　
消
防
本
部
会
議
室
（
日
田

市
大
字
渡
里
１
１
１
番
地
１
）

■
申
込
受
付
期
間

　
９
月
１
日
㈫
〜
９
月
16
日
㈬

■
そ
の
他　
採
用
試
験
案
内
・
試
験
申
込

書
は
日
田
消
防
署
、
玖
珠
消
防
署
、
九

重
町
役
場
等
で
８
月
20
日
か
ら
配
布

■
採
用
年
月
日　
令
和
３
年
４
月
１
日

■
お
問
い
合
わ
せ　
日
田
玖
珠
広
域
消
防

組
合
消
防
本
部
総
務
課

（
☎
０
９
７
３‐

２
４‐

２
２
０
４
）

■
と　
き

　
11
月
15
日
㈰
午
前
10
時
〜

■
と
こ
ろ　
県
立
日
田
林
工
高
校

■
試
験
種
類　
甲
種
、
乙
種
（
全
類
）、
丙
種

■
願
書
受
付
期
間

【
電
子
】
９
月
６
日
㈰
〜
９
月
15
日
㈫

【
書
面
】
９
月
９
日
㈬
〜
９
月
18
日
㈮

■
願
書
配
布
場
所　
県
内
各
地
地
域
消
防

本
部
、
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
大
分

支
部
等

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　
（
一
財
）

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
大
分
県
支
部

（
☎
０
９
７‐

５
３
７‐

０
４
２
７
）

■
試
験
日　
９
月
12
日
㈯

■
と
こ
ろ　
日
田
総
合
庁
舎
（
日
田
市
）

■
試
験
内
容　
網
・
わ
な

■
受
付
期
間

　
８
月
24
日
㈪
〜
９
月
４
日
㈮

■
申
請
必
要
書
類

・
写
真
１
枚
、
医
師
の
診
断
書
、
返
信
用

封
筒
１
通
等

・
申
請
に
必
要
な
書
類
は
西
部
振
興
局
、

日
田
市
役
所
に
て
配
布

■
手
数
料　
県
の
政
策
に
よ
り
令
和
２
年

度
は
徴
収
い
た
し
ま
せ
ん

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
県
西
部
振
興
局
森
林
管
理
班

（
☎
０
９
７
３‐

２
２‐

２
５
８
５
）

■
受
講
対
象
者

⑴
平
成
30
年
度
に
免
状
交
付
を
受
け
た
消

防
設
備
士
（
２
年
目
講
習
）

⑵
平
成
27
年
度
に
法
定
講
習
を
受
け
た
消

防
設
備
士
（
５
年
目
講
習
）

⑶
法
定
期
限
内
に
法
定
講
習
を
受
け
て
い

な
い
消
防
設
備
士

■
講
習
日
（
会
場
／
講
習
区
分
）

【
10
月
14
日
】
大
分
県
教
育
会
館
／
避
難

設
備
・
消
火
器
（
５
類
・
６
類
）

【
10
月
15
日
】
大
分
県
教
育
会
館
／
警
報

設
備
（
４
類
・
７
類
）

【
10
月
16
日
】
大
分
県
教
育
会
館
／
消
火

設
備
（
１
類
・
２
類
・
３
類
）

【
10
月
23
日
】
中
津
総
合
庁
舎
／
警
報
設

備
（
４
類
・
７
類
）

■
受
付
期
間
（
先
着
順
）

　
９
月
１
日
㈫
〜
９
月
18
日
㈮

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

（
一
財
）
大
分
県
消
防
設
備
安
全
協
会

（
☎
０
９
７‐

５
３
７‐

３
１
２
５
）

消
防
設
備
士
法
定
講
習

11
月
受
講
生
募
集

（
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

大
分
県
奨
学
会
高
等
学
校
等
予
約

奨
学
生
募
集

日
田
玖
珠
広
域
消
防
組
合
職
員

採
用
試
験
（
後
期
試
験
）

第
２
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

狩
猟
免
許
試
験
（
第
２
回
目
）

試
験
・
講
習
会

自
死
遺
族
の
つ
ど
い
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（敬称略）

奥 野

筋 湯

川 西 三

桐 木 二

おめでとうございます出生
おなまえ 性別 保護者 行政区

大樹

慶介

脩

愛智

えいらく　　 あいり

かい　　　  つむぎ

さとう

みやけ　　  かずき

７月１日～７月末日届出分
人口と世帯
人口
  男
  女
世帯
　　　　　（　）は前月からの増減

9,221  人
4,391  人
  4,830  人
3,914 　 

17
7
10
2

（－　 ）
（－　 ）
（－　 ）
（－　 ）

梅　木　芳　江
梅　野　舜　輔
永　樂　棟　喜
小　関　清　太
甲　斐　勝　義
田　吹　義　雄
寺　元　シヅヱ
時　松　アヤ子
中　野　一　子
山　本　宏　隆

南 恵 良
書 曲 一
奥 野
田 中
北 方 下
陣 の 内 上
川 上 一
奥 郷
桐 木 三
寺 床

お悔やみ申し上げます弔慰
おなまえ 年齢 行政区

町の面積／271.37㎢
町の木／くぬぎ
花／ミヤマキリシマ　　鳥／カッコウ

こちら
119番
こちら
119番

お問い合わせ　玖珠消防署　警防係　☎ 72ー2141

地区別 件数
物損
事故 件数計人身事故

死者 負傷者
0

1

0

0

1

5

1

3

2

11

3

2

3

2

10

18

24

60

40

142

21

26

63

42

152

東飯田

野　上

飯　田

南山田

計

2020・7月末
町内地区別事故発生状況

人の動き人の動き

永樂　藍莉

甲斐　　紬

佐藤まなか

三宅　知希

女

女

女

男

79
83
76
99
87
95
94
90
80
88

東飯田地区に写真を撮りに伺わせていただ
いた際にご自宅が被災された方から、「１
回目の床下浸水した時、地元の中学生２人
と高校生１人が“手伝うことはありません
か？”と来てくれました」というお話を聞
きました。玄関に泥や水が入っていたた
め、掃除を手伝ってもらったとのことでし
た。私もボランティアセンターを通して２
日間参加しましたが、センターが立ち上が
る前（災害の翌日）から中学生と高校生が
動きだしていたことにビックリし、またそ
の子どもたちの行動力を見習っていかなく
てはと感じました。　　　　　　Tomo

編集後記 交通安全110

● 

病
　
院

８月

９月

23日

30日

6日

13日

20日

21日

22日

27日

72-1127

72-7100

78-8811

76-2711

72-6101

72-0330

72-2167

72-2135

塚 脇

山 田

町 田

恵 良

塚 脇

塚 脇

塚 脇

春日町

電　話住　所 医療機関名日月
72-0615

0973-22-6118

0973-22-5305

72-0421

0973-22-8071

0973-23-8148

0973-24-6690

72-0450

玖珠町

日田市

日田市

玖珠町

日田市

日田市

日田市

玖珠町
★都合で変更する場合があります。

玖 珠 記 念 病 院

麻生消化器科内科

友 成（町 田）医 院

井 上 医 院

三池循環器内科クリニック

友 成（塚 脇）医 院

小 中 病 院

高 田 病 院

吉 武 歯 科 医 院

おの歯科クリニック

合 原 歯 科 医 院

秋 吉 歯 科 医 院

もちまつ歯科医院

よ し ま さ 歯 科

林 歯 科 医 院

倉 成 歯 科 医 院

2020 年８月・９月休日当番医
● 

歯
科
医

８月

９月

23日

30日

6日

13日

20日

21日

22日

27日

電　話住　所 医療機関名日月

急なケガの対応・病院のかかり方
こころの相談などご相談くださいここのえ健康ダイヤル

フリーダイヤル
0120－511－658（24時間年中無休無料健康相談）

　夏にかけて水辺へ出かける機会が増える季節です。近年自然への関心が
高まり、河川を利用してレジャーを楽しむ人々が増加しています。これに
伴い河川での事故が多く発生しています。
　溺れている人を見つけたら、さっと上着を脱いで飛び込む・・・・とい
うのは、ドラマでよく目にするシーンです。しかし実際には一番やっては
いけない救助方法です。
　溺れている人のほとんどがパニックになるため、救助者にしがみつこう
としたり、暴れたりしてしまうのが普通です。そのため、泳ぎに自信のあ
る人でも泳いで救助をするのはとても危険です。
　ライフセーバーのような水難救助の専門家でさえ「道具を持たずに救助
に向かうことはない」と言います。ましてや素人がいきなり道具を持たず
に飛び込むのは、とても危険な行為で、救助者が溺れてしまうことも多々
あります。
　陸の上から直接救助可能な状況であれば、自分の身に着けている服やベ
ルトを取って、あるいは身近にある棒、釣竿などにつかまらせ、引き寄せ
る方法が有効です。
　陸から救助できない場合、周囲に浮くもの、２リットル程度のペットボ
トル、クーラーボックスなどを探します。このようなものが救命用具とな
り、溺れている人に投げ入れることによって救助することができるのです。
　最後の手段と判断し、泳いで救助に向かう場合は、どのような点に注意
すればいいのでしょう。
　上着を脱ぎ、救命用具を必ず持って、救助に向かいます。溺れている人
にはすぐには近寄らず、用意した救命用具につかまらせて、落ち着くよう
に声をかけましょう。溺れている人が落ち着きを取り戻したら、安全な場
所に誘導します。その上で119番通報して、消防署救助隊を待ちましょう。

２ℓ



俳
句
の
基
本
　
　「
て
・
に
・
を
・
は
」
は
、
少
な
め
に

令
和

２
年

８
月

17日
発

行
（

通
巻

771号
）

発
行

・
九

重
町

役
場

企
画

調
整

課
〒

8
7
9
-4

8
9
5
　

 大
分

県
玖

珠
郡

九
重

町
大

字
後

野
上

8
番

地
の

1
☎

 0
9
7
3
-7

6
-2

1
1
1
　

　
 　

　
印

刷
・

尾
花

印
刷

有
限

会
社

８
月
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読 者 俳 句

今
月
の
推
薦
句

今
月
の
推
薦
句

　「
甚
平
」
は
夏
の
季
。
羽
織
く
ら
い
の
丈
で
前
で
合
わ
せ
て

紐
で
結
び
ま
す
。
「
互
い
に
結
ぶ
」
と
は
、
お
二
人
お
揃
い
の

甚
兵
衛
姿
。
夕
べ
の
散
歩
前
で
し
ょ
う
か
。
長
閑
な
ご
家
庭
の

様
子
が
か
い
ま
見
え
ま
す
。

甚
平
や
紐
を
互
い
に
結
び
お
り

永
松
左
世
美

　「
三
里
」
は
灸
点
の
一
、
ま
た
そ
こ
に
す
え
る
灸
。
膝
頭
の

下
六
セ
ン
チ
辺
り
。
消
化
器
の
病
気
に
効
果
が
あ
る
と
か
。
そ

れ
が
暑
気
払
に
も
い
い
よ
と
言
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
三
里
に
灸
暑
気
払

佐
藤　

律
子

　「
断
捨
離
」
と
は
、
不
要
な
も
の
を
断
ち
、
捨
て
、
執
着
か

ら
離
れ
る
こ
と
を
目
指
す
整
理
法
。
ま
さ
に
心
の
整
理
の
こ
と

で
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
言
い
切
ら
れ
る
と
頷
い
て
し
ま
い
ま

す
。「
梅
雨
あ
く
る
」
下
五
が
効
い
て
い
ま
す
。

断
捨
離
は
心
の
整
理
梅
雨
あ
く
る

重　
　
　

吉

　
　
　
　
　
　
七
月
は
悪
夢
の
よ
う
な
月
で
し
た
。
荒
梅
雨
が
集
中
豪
雨
と
な
り
、
日
本
全
国
に
大
水
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
幸
い
に
も
わ
が
町
は
大
き
な
人
身
事
故
が
な
か
っ
た
こ
と
が
救
い
で
す
が
、
水
害
に
遭

わ
れ
た
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
▽
今
月
も
生
活
現
実
を
直
視
す
る
時
事
俳
句
が
目
立

ち
ま
し
た
。「
荒
梅
雨
や
」
の
一
句
、
温
泉
地
帯
の
被
害
を
物
語
り
ま
す
。「
鉄
路
痛
ま
し
」
の
句
も
、
も
ま

さ
に
「
天
に
届
か
ぬ
祈
り
」
で
し
た
。
そ
れ
で
も
「
ね
こ
じ
ゃ
ら
し
」
の
よ
う
に
泥
を
被
っ
て
も
踏
ん
張
っ

て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
▽
梅
雨
前
線
が
去
る
と
今
度
は
、
こ
の
炎
暑
で
す
。
コ
ロ
ナ
感
染
も
息
を
吹
き

返
し
て
い
ま
す
。
忘
れ
ず
「
う
が
い
」「
手
洗
い
」「
消
毒
」
を
心
か
げ
こ
の
夏
を
力
合
わ
せ
て
乗
り
切
り
ま

し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
こ
ご
り
ゅ
う
し
ょ
う
）

　
俳
句
の
「
三
段
切
れ
」
は
「
季
重
な
り
」
と
と
も
に
句
会
で
よ
く
聞
か
れ
る
質
問
で
す
。
五
・
七
・
五

が
、
い
ず
れ
も
切
れ
た
か
た
ち
で
一
章
中
に
二
つ
の
空
間
を
持
つ
表
現
形
式
。
一
般
的
に
は
わ
ず
か
十
七

音
の
詩
形
で
は
リ
ズ
ム
感
が
整
わ
な
い
た
め
、
初
心
者
に
は
要
注
意
の
形
式
で
す
が
禁
じ
手
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
原
句
は
上
五
で
切
れ
て
中
七
で
も
切
れ
る
。
お
彼
岸
に
咲
く
花
を
見
て
両
親
を
偲
ん
で
い
る
と
い
う
句

で
す
が
、
リ
ズ
ム
感
が
い
ま
い
ち
で
す
ね
。
上
五
を
花
に
限
定
し
な
い
で
「
お
彼
岸
や
」
で
イ
メ
ー
ジ
を

少
し
広
げ
、
一
呼
吸
入
れ
る
こ
と
で
、
開
拓
地
に
眠
る
父
と
へ
の
想
い
を
取
り
合
わ
る
せ
る
こ
と
で
す
っ

き
り
と
し
て
リ
ズ
ム
は
整
い
ま
し
た
。

（
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
）
俳
句
は
ど
こ
か
一
か
所
で
し
っ
か
り
切
る
と
い
う
の
が
原
則
で
す
。
で
も
三
段
切
れ

の
俳
句
が
駄
目
と
い
う
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
想
い
や
感
動
が
分
散
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
意
識
し

て
三
段
切
れ
の
句
に
挑
戦
す
る
の
は
「
あ
り
」
で
す
が
、
気
づ
か
ず
三
段
切
れ
は
黄
信
号
で
す
ね
。

ね
こ
じ
ゃ
ら
し
泥
か
ぶ
り
て
も
踏
ん
張
っ
て 

夏
木
立
家
守
る
ご
と
仁
王
立
ち

亡
き
猫
に
病
院
か
ら
の
夏
見
舞 

風
鈴
の
ひ
と
鳴
り
毎
の
静
か
な
り

錆
の
浮
く
鉄
路
痛
ま
し
梅
雨
出
水

み
ん
み
ん
の
目
覚
ま
し
時
計
夜
明
け
前

蝸
牛
明
日
も
雨
か
と
問
う
て
お
る

肥
後
豊
後
わ
い
た
の
裾
野
夏
は
来
ぬ

（
選
者
・
評
）

荒
梅
雨
や
き
ず
跡
深
し
湯
屋
の
里

梅
雨
の
星
渓
の
空
き
家
が
ま
た
ひ
と
つ

山
紫
陽
花
老
い
た
身
体
の
蘇
る

主
治
医
殿
検
診
結
果
半
夏
生

夕
暮
れ
て
誰
を
し
の
ぶ
や
仏
法
僧

梅
雨
豪
雨
天
に
と
ど
か
ぬ
祈
り
か
な

南
米
の
点
滅
速
し
蛍
群

掛
け
軸
の
風
鎮
お
ど
る
青
嵐

ヨ
ウ
子

豊　

國

一　

主

直　

人

ヤ
ス
コ

桐　

友

香　

澄

泉　

渓
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阿
蘇
野
辺
り
で
よ
く
見
か
け

る
牛
の
放
牧
。
よ
く
見
る
と
背

中
に
大
き
な
文
字
で
番
号
が
。

毛
染
め
で
番
号
を
映
し
出
す
の

で
し
ょ
う
か
。

　
﹁
爽
や
か
﹂
は
さ
っ
ぱ
り
と
し

て
気
分
の
よ
い
さ
ま
。
﹁
さ
や
け

し
﹂
と
も
。

　
元
気
な
放
牧
牛
た
ち
の
姿
が

浮
か
ん
で
き
ま
す
。

さ
や
け
し
や
放
牧
牛
の
背
番
号
　
　
竹
石
　
末
子

ふ
る
さ
と
探
訪

ふ
る
さ
と
探
訪

多
作
多
捨

多
作
多
捨

も
った
い
な
い
俳
句　

「
三
段
切
れ
」

開
拓
地
父
母
の
眠
り
し
彼
岸
花

お
彼
岸
や
父
母
眠
る
開
拓
地

歳 時 記

原
　
句

添
削
例

好　

美

い
づ
み

良　

子

   　

純　

子

チ
ズ
子

ム
ツ
子

勝　

子

文　

雄

︵
寿
大
学
文
芸
部
︶

爽
や
か

爽
や
か

さ
わ
さ
わ

ふ　

ぼ
ち
ち
は
は

だ
ん
し
ゃ
り

も
ぐ
さ

き
ゅ
う

佳
作
　
十
六
席

佳
作
　
十
六
席

か
た
つ
む
り




